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１．はじめに 
 昨今、学校におけるキャリア教育・職業
教育の在り方についての議論が盛んに行わ
れており、平成 23 年１月に中央教育審議
会から答申「今後の学校におけるキャリア
教育・職業教育の在り方について」が出さ
れた 1)。これに関連して大学においては、
平成 23 年度より「社会的・職業的自立に
関する指導等」（キャリアガイダンス）が制
度化されている。また、文部科学省の「大
学生の就業力育成支援事業（平成 22～23
年度）」、「産業界のニーズに対応した教育改
善・充実体制整備事業（平成24～26年度）」
および「大学教育再生加速プログラム（イ
ンターンシップ等を通じた教育強化）（平成
26～27 年度）」などの補助金事業が実施さ
れた。 
そのような中、岡山理科大学は、建学の
理念である「ひとりひとりの若人が持つ能
力を最大限に引き出し、技術者として社会
人として社会に貢献できる人材を養成する」
ことを目的に、社会のニーズに応えられる
人材育成が最重要の使命と考え、学生の就
業力を育成するための指導や支援を教育課
程の内外を通じて積極的に取り入れてきた。
特に最近の 15 年程の間に、岡山県を中心
とする地元有力企業のトップ（代表取締役
や創業者など）が講演する「企業情報特論」
や「インターンシップ」などの講義科目の
開設、企業経験者が継続的に指導する「企
業と人間」「キャリア形成講座」や、表現能
力を育成する「文章表現法」「プレゼンテー
ション」「教養演習」などの講義科目の整備
をしてきた。また平成 28 年度より、グロ
ーバル化に対応すべく外国語教育科目の充
実や初年次教育科目・キャリア教育科目・
教養教育科目の整備を行った。 
岡山理科大学工学部においては、文部科
学省の「大学生の就業力育成支援事業」に
取り組む 2)と共に、「産業界のニーズに対応
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した教育改善・充実体制整備事業」および
「インターンシップ等を通じた教育強化」
において中国・四国地域の十数大学と連携
し「産業界等との連携による中国・四国地
域人材育成事業 3)」を進めてきた。その中
で、岡山県立大学、山口東京理科大学およ
び岡山理科大学の３大学がサブグループを
形成し「産業界のニーズに対応した自律的
な技術者養成プログラム」に取り組んだ 4)。
これらの取組は、補助金期間終了後も連携
協定を締結し継続して取り組んでいる 5)。
特に３大学の取組は、平成 27～36 年度の
10 年間の協定とし積極的に取り組んでい
る。 
ここでは、岡山理科大学の工学部を中心
とする取組および３大学の連携取組につい
て報告する。 
 
２．岡山理科大学の取組 
２－１ 取組の内容 
（１）就業力の定義 2) 
 就業力とは、「社会的・職業的自立を図る
ために必要な能力」のことであるが、まず
岡山理科大学工学部が目指す工学就業力を
以下のように定義した。 
工学就業力とは、自分の興味・志向に沿
って、工学分野の基礎知識を身につけ、職
業を選択し、継続してその仕事を行ってい
くために役立つ次の９つの能力のことであ
る。 
① 社会人として必要なマナー 
② IT 基礎力 
③ コミュニケーション力 
④ 論理的記述力 
⑤ 計画立案力 
⑥ 工学応用力 
⑦ 社会倫理力 
⑧ キャリアデザイン力 
⑨ 生涯学習力 
 
（２）キャリア教育の充実化と体系化 
 教育課程外では、新入生オリエンテーシ
ョンにおいて「適性検査」を導入し、学力
や適性を把握することにより、将来の自分
について考える機会を設けると共に、3 年
次の就職支援プログラムにおける「就職適
性検査」と連携することにより学生の成長
を評価する。 
 教育課程内では、工学部の学生が共通的
に修得すべき内容として「技術者の社会人
基礎（1 年次）」「経営工学（2 年次）」「技
術マネジメント（3 年次）」などのキャリア
教育科目を整備すると共に、全学キャリア
教育科目「学びの基礎論（1 年次）」「地域
フィールドスタディ（2 年次）」の整備・体
系化を行った。また、各学科においても入
門的専門科目や実学的専門科目を整備する
ことにより、体系化を進めた。 
これらに対応して、半期ごとに実施して
いる在学生オリエンテーションにおいて、
「工学就業力」の説明とキャリア教育科目
の履修の推奨を行った。 
 
（３）評価アンケートの実施 
前述の取組の効果について評価するため
に、学生自身の成長について自己評価する
学生アンケートおよび卒業後の成長につい
て第三者的に評価する就職先アンケートを
実施した。アンケート内容は、前述の９つ
の能力に加えて卒業３年後の離職率とした。 
学生アンケートは 4 年次の 2 月に岡山理
科大学のキャリア支援センターを通じて、
その目的を説明し、無記名での回答を依頼
した。就職先アンケートは、卒業半年後と
卒業３年後に卒業生の就職先に同センター
を通じて目的や個人情報保護についての説
明のうえ、無記名での Web によるアンケー
トを依頼した。 
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２－２ 取組実績・評価および考察 
（１）取組実績 
 新入生に対する適性検査は、ほぼ全員が
受検し、受検 1 カ月後のフォロー講座にお
いて結果の見方や今後の取り組み方につい
ての説明を行った。 
 キャリア教育科目の平成 29 年度履修学
生数（工学部）は以下の通りである（カッ
コ内は全学の履修学生数）。 
学びの基礎論：85 名（198 名） 
技術者の社会人基礎：408 名（539 名） 
地域フィールドワーク：4 名（4 名） 
経営工学：211 名（317 名） 
技術マネジメント：182 名（182 名） 
 学びの基礎論と地域フィールドスタディ 
については履修制限を行っているため履修
学生数は少ないが、それ以外は工学部の学
生の半数から 8 割が履修している。 
 
（２）学生アンケート結果 
 表 1 に平成 26 から 28 年度の卒業時に実
施した学生アンケート結果を示す。９つの
就業力における成長の度合を 1（成長して
いない）～4（成長している）の４段階で
自己評価してもらった平均を示す。さらに、
９つの全ての平均とデータの個数 N およ 
 
表 1 学生（自己評価）アンケート結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
び標準偏差 SD を示す。 
 ウェルチの法による t 検定を行った結果、
平成 26と 27年度の全平均の差は有意であ
った（両側検定：t（5433）=3.36、p<0.01）。
したがって、自己評価は平成 26 から 27 年
度にかけて上昇した後、28 年度も維持され
ていると判断できる。就業力別では、①社
会人として必要なマナー、③コミュニケー
ション力および④論理的記述力の値と上昇
率（H28／H26）が比較的高くなっている
ことが分かる。例えば、就業力④の平成 26
と 28 年度の平均の差は有意である（両側
検定：t（653）=2.16、p<0.05）。一方、②
IT 基礎力は平均値および上昇率ともに低
いことが分かる。 
 
（３）就職先アンケート結果 
 表 2 に平成 22 から 27 年度卒業生の卒業
半年後および平成 22から平成 25年度卒業
生の卒業３年後の就職先アンケート結果を
示す。９つの就業力については能力の高さ
を５段階で評価してもらったものを 1（不
十分）～4（十分）の尺度に換算している。 
 学生アンケートと同様に、①社会人とし
てのマナーや③コミュニケーション力の値
が高いことが分かる。それ以外にも②IT 基
礎力を始めとして、学生の自己評価より就
職先の第三者評価の方が高い傾向にある。
卒業半年後の年次変化についても、学生ア
ンケート結果と同様に上昇傾向であること
が分かる。ちなみに平成 22 と 27 年度の全
平均の差は有意であった（両側検定：t（802）
=3.43、p<0.01）。また、卒業半年後から３
年後の変化は、おおむね上昇していること
が分かる。 
 
（４）考察 
学生アンケートおよび卒業半年後の就職
先アンケートにおいて評価が全体的に上昇
傾向にあるのは、就業力育成事業を平成 22 
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年度に開始したのち、取組内容が整備され
ていった経過と一致するものと考えられる。
また、学生アンケートにおいて就業力①、
③および④の上昇（H28／H26）に有意差
があること、就職先アンケートにおいて半
年後の就業力④、⑥および⑧の上昇（H27
／H22）に有意傾向がある（例えば、就業
力⑥の両側検定：t（94）=1.67、0.05<p<0.10）
ことは、整備したキャリア教育科目が、こ
れらの能力の上昇に寄与したものと考えら
れる。なお、就業力②IT 基礎力など学生ア
ンケートより就職先アンケートの結果の方
が高くなっているのは、工学部の学生が求
める IT 基礎力が高いためではないかと考
えられる。ただし、両者のアンケートの４
段階評価と５段階評価の調査方法の違いが
影響している可能性も考えられる。 
 卒業３年後の離職率については、上昇傾
向にあるが、これは最近の景気の高まりに
伴う積極的な転職の影響があるものと考え
られる。 
 
３．３大学の連携取組 
３－１ 連携協定の内容 
岡山県立大学、山口東京理科大学および 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡山理科大学の３大学は、平成 24 年度文
部科学省補助金事業「産業界のニーズに対
応した教育改善・充実体制整備事業」にお
いてサブグループを形成し「産業界のニー
ズに対応した自律的な技術者養成プログラ
ムの実施」に取り組んできた。前章では、
岡山理科大学の取組について記述したが、
他の２大学の取組は以下の通りである。 
岡山県立大学では、「フレッシュマン就業
力セミナー（1 年必修、H29 年度から「フ
レッシュマンセミナー」に科目名称変更）」
「キャリアゼミナール（1 年）」「デザイン
マネジメント（2 年）」を設け、加えて 2・
3 年次専門科目における産学連携の取組を
整備し体系化を進めている。 
山口東京理科大学では、1 年必修「キャ
リア基礎」、2 年「キャリア開発Ⅰ・Ⅱ」、3
年「職業教育」「地域産業論」「リーダーシ
ップ論」「ものづくり実践セミナー」などを
整備しカリキュラムの体系化を進めている。 
このように理工系および芸術系の大学と
して、専門知識や技能の習得に加えて社会
人として自律的に仕事のできる技術者（エ
ンジニアやデザイナーなどの技術系専門人
材）の育成を目指している３大学は、補助
表 2 就職先（第三者評価）アンケート結果 
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金期間終了後も連携協定を締結し継続して
取り組むこととした（協定期間は平成 27
～36 年度の 10 年間）。 
地域に貢献できる自律的な技術者を養成
するとともに、構成大学間の教職員・学生
および関係する産業界関係者との相互交流
を通じて、取組全般の高度化を図ることを
目的とし、大学間の積極的な連携に取り組
み、信頼関係の醸成に努めるために、以下
の内容について連携することとした。 
① 施設・設備の共同利用。 
② 企業見学等。 
③ 授業科目や講演会等における講師や教
職員・学生の相互派遣。 
④ 卒業生や地域の産業界関係者を中心と
した人材ネットワークの整備。 
⑤ 取組の紹介や成果の発表を目的とした
シンポジウムの共同開催。 
⑥ 授業科目などの開発と実施。 
⑦ 教員および学生の共同研究等。 
 
３－２ 取組実績・評価および考察 
 ３大学では、平成 27 年度から毎年幹事
校を決定し、幹事校を中心に毎年１回連携
会議を開催し、年度ごとの取組実績の報告
と取組計画の確認を行っている。前述の７
つの連携項目のうち、この２年強の間に①
施設・設備の共同利用、③授業の相互見学、
④３大学の取組に協力可能な地域の技術者
を登録する「技術者バンク制度」の整備に
よる人材ネットワークの構築などに取り組
んだ。ここでは、各大学の教育に波及効果
が高いと考えられる授業の相互見学を中心
に紹介すると共に、教育効果や成果につい
て検証する。 
 
（１）授業の相互見学 
 ３大学の連携取組では、各大学における
授業改善につなげたり、新たな授業科目の
開発に寄与することを目的として、特に日
頃の授業を教職員や学生が相互に見学する
ことに積極的に取り組むこととした。毎年、
年度初めに各大学での見学可能授業リスト
を挙げ、希望者との日程調整後、見学を実
施している。 
 表 3 に平成 27・28 年度の授業相互見学
実績をアンケート結果とともに示す。アン
ケートは、内容の理解度と自律的技術者養
成の可能性を５段階で評価する項目と意見
を自由に記述してもらった。これにより各
大学における相互見学が万遍なく実施でき
ていることが分かる。 
 この中で、平成 28 年 12 月 1 日に実施し
た岡山理科大学でのプロジェクトⅡ・Ⅳの
見学においては、学生も多く参加すること
により、学生同士が刺激を受け合ったよう
で、学生間の意見交換も積極的に行われた。
見学は、１年間を通じたホバークラフト型
移動装置の開発であり、１月下旬の発表会
に向けた大詰めの調整を行っている内容で
あった。その際、実機の製作に加えて、空
気の吹き出しによる圧力上昇の理論計算と
実測などについて学生の発表を行った。こ
の講義の特徴としては、企業経験者の指導
の下、学生チーム主体でものづくりに取り
組むところにある。図１に見学会の様子を
示す。 
表中のアンケート結果より、授業の相互
見学に対する評価は非常に高く、特に学生
が参加する取組は非常に効果的であること
が分かる。課題としては、学生同士の意見
交換の時間をさらに増やしたり、このよう
な学生を含めた相互見学会の機会をさらに
設けたりすることが挙げられる。 
なお、平成 29 年度は授業の相互見学に
加えて、連携項目⑤に相当する３大学の学
生による成果報告会を平成 30 年 2 月中旬
に岡山理科大学において開催する予定に
している。 
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表 3 平成 27・28 年度実施の授業相互見学リスト 
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（２）ものづくり設備の導入と共同利用 
 「要求仕様を満足する製品を設計できる」
だけでなく、社会のニーズを把握して新製
品やデザインを企画できる「仕事を創造で
きる」自律的な技術者を養成するためには、
学生の主体的学習（アクティブラーニング）
が不可欠である。その一つとして、ものづ
くりやデザインを中心としたプロジェクト
型科目を整備し実践的な課題に取り組む方
法がある。その際、理工学とデザイン学の
融合が有効と考えている。 
したがって、この連携取組をさらに充実
させるためには、各大学において導入され
た設備の共同利用の促進が望まれる。そこ
で、既存の設備の利用に加えて、岡山理科
大学を中心に大学間連携取組に活用するこ
とを前提に、私立大学等教育研究活性化設
備整備事業においてプロジェクト型ものづ
くり科目用設備を平成 28 年度に導入する
こととした。 
その際、導入する設備の機能やスペック
の選定、導入後の説明会の実施、さらに大
学間での共同利用の手続きの整備などを行
った。 
導入した設備は複雑な３次元加工が可能
な５軸の小型切削加工機であり、工学設計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だけでなくデザイン設計にも有効である。
現在、大学間連携における共同利用の実施
までには至っていないが、卒業研究への利
用の要望があり、本格的な利用に向けて最
終の段階に達している。 
 
（３）考察 
 ３大学の連携取組における授業の相互見
学では、教員においては所属大学での実践
的教育の参考になることも多く、今後の教
育改善につなげていけると考える。また、
学生を含む見学会や意見交換会の実施は、
上記のことに加えて、学生同士で刺激を与
えたり受けたりすることによる意識づけに
大変効果があることが確認された。このよ
うな取組は、学生の主体的学習につながる
ものと考える。  
また、３大学が連携してものづくり設備
を導入し、共同利用に向けての説明会やル
ールづくりを行った。通常の大学間での施
設・設備の共同利用は、既存のものが中心
に行われるため、基本的には所有する大学
のルールが優先される傾向にある。しかし、
今回の場合は、導入段階から３大学が連携
しながら使用目的や機器の選定、ルールづ
くりを行うことにより、連携大学すべての 
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要望などを取り入れることができたと考え
る。このことから、今回の進め方は今後の
大学間連携の参考になるものと確信する。 
 
４．まとめと今後の課題 
岡山理科大学では、キャリア教育科目を
整備すると共に工学部の専門科目との体系
化に取り組んだ。学生アンケートや就職先
アンケートの結果から、これらの取組の成
果は徐々に表れてきていることが確認され
た。今後、より詳細な分析を行うことによ
り、さらに充実した教育プログラムにして
いきたいと考える。 
岡山県立大学、山口東京理科大学および
岡山理科大学の３大学の連携取組では、大
学間での授業の相互見学や施設・設備の共
同利用を通じて、他大学との意見交換や連
携は教職員や学生にとって新鮮かつ刺激的
であり、意識の向上に大きな効果が確認さ
れた。３大学の距離の問題から移動や経費、
より密な連携のための環境整備などに課題
はあるものの、今後は実践的教育授業科目
の共同開発などにつなげていくことにより、
自律的な技術者養成プログラムをさらに効
果的に進めることができるとともに、その
結果として、産業界のニーズに対応した人
材を輩出できると確信する。 
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